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8月・教皇さまの
意向のために祈りましょう

①一般の意向：牢にいる人びと
②宣教の意向：若者たちによるキリストの証し
③日本教会の意向：平和旬間に核兵器廃絶の
　　　　　　　　 実現を祈る

勇
気
を
出
し
な
さ
い
。

わ
た
し
は
既
に
世
に

勝
っ
て
い
る
。
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主
堂
で
司
祭
叙
階
。
同
年
４

月
平
戸
教
会
助
任
、68
年
９

月
飽
ノ
浦
教
会
助
任
、70
年

３
月
平
戸
口
教
会
主
任
、83

年
３
月
植
松
教
会
主
任
、92

年
５
月
丸
尾
教
会
主
任
、98

年
４
月
俵
町
教
会
主
任
。
２

０
０
５
年
４
月
か
ら
三
ツ
山

教
会
主
任
を
務
め
て
い
た

が
、昨
年
10
月
、病
気
療
養
の

た
め
司
牧
の
現
場
を
離
れ

た
。

　

６
月
７
日
、浦
上
教
会
信

徒
会
館
で
通
夜
。
葬
儀
・
告

別
式
は
８
日
午
後
１
時
に
浦

上
教
会
で
髙
見
三
明
大
司
教

司
式
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。

　

同
期
の
片
岡
久
司
神
父

（
出
津
小
教
区
主
任
）
は
、

「
私
が
五
島
で
働
い
て
い
た

と
き
、突
然
、神
父
様
が
訪
ね

て
き
ま
し
た
。『
透
析
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
』
彼
は
少

し
落
ち
込
ん
だ
よ
う
に
言
い

ま
し
た
。
し
か
し
『
そ
れ
が

怖
い
の
で
は
な
い
。
１
週
間

に
３
日
も
教
会
の
仕
事
が
で

き
な
い
こ
と
が
つ
ら
い
』
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
周
り
の

人
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い

る
神
父
様
で
し
た
。
少
し
は

自
分
の
こ
と
も
心
配
し
た
ら

よ
か
っ
た
の
に
」と
語
っ
た
。

　
「
透
析
を
し
て
い
て
も
司

祭
と
し
て
働
け
る
こ
と
を
証

明
し
た
い
」
故
人
は
生
前
、

髙
見
大
司
教
に
話
し
て
い
た

と
い
う
。
最
後
に
大
き
な
十

字
架
を
背
負
い
な
が
ら
歩
み

通
し
た
45
年
に
わ
た
る
司
祭

生
活
は
、後
輩
司
祭
に
と
っ

て
大
き
な
模
範
で
あ
っ
た
。

　

葬
儀
が
行
わ
れ
た
６
月
８

日
は
、
１
５
０
年
前
に
26
人

の
殉
教
者
が
列
聖
さ
れ
た
恵

み
の
日
。
浦
上
教
会
を
埋
め

尽
く
し
た
参
列
者
は
、二
十

六
聖
人
の
取
り
次
ぎ
を
願

い
、古
川
神
父
の
永
遠
の
安

息
を
祈
っ
た
。

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス

　
古
川
武
信
神
父帰

天

　

６
月
７
日
午
前
０
時
45

分
、慢
性
腎
不
全
の
た
め
聖

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
病
院
で
帰

天
。
72
歳
。

　

１
９
３
９
年
９
月
７
日
、

佐
世
保
市
小
佐
々
町
生
ま

れ
。
67
年
３
月
16
日
大
浦
天

６
月
７
日
（
木
）

　

17
時
。
聖
フ
ィ
リ
ッ
ポ
教

会
（
長
崎
市
西
坂
）
で
「
日

本
二
十
六
聖
人
に
捧
ぐ　

オ

ペ
ラ
『
二
十
六
人
の
殉
教
』

上
映
・
テ
ゼ
賛
美
の
集
い
」

が
行
わ
れ
、約
50
人
が
参
加

し
た
。
教
区
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ

ム
・
諸
宗
教
委
員
会
主
催
。

　

始
め
に
、日
本
二
十
六
聖

人
殉
教
４
０
０
年
（
１
９
９

７
年
）
を
記
念
し
て
、長
崎

で
初
演
さ
れ
た
創
作
オ
ペ
ラ

「
二
十
六
人
の
殉
教
」
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
上
映
、そ
の
後
テ
ゼ（
教

派
を
超
え
た
祈
り
の
集
い
）

へ
と
続
き
、聖
書
朗
読
と
講

話
、共
同
祈
願
を
は
さ
み
な

が
ら
、殉
教
者
た
ち
の
心
に

も
通
じ
る
11
曲
を
皆
で
歌
っ

た
。

６
月
８
日
（
金
）

　

長
崎
南
地
区
評
議
会
は
、

日
本
二
十
六
聖
人
記
念
館
と

聖
フ
ィ
リ
ッ
ポ
教
会
聖
堂

　
「
今
日
、私
は
こ
の
殉
教
者
の
丘
で
、愛
が
こ
の
世
で
最
高
の
価
値
を
持
つ
こ
と
を
、高
ら
か
に

宣
言
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」１
９
８
１
年
、日
本
の「
マ
ル
チ
レ
ス（
殉
教
者
）の
と
こ
ろ
」に
立
っ

た
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
は
、西
坂
の
刑
場
を
至
福
の
丘
と
呼
び
、「
愛
が
死
よ
り
強
い
」

こ
と
を
宣
言
し
た
。「
マ
ル
チ
レ
ス
の
と
こ
ろ
へ
行
こ
う
」（
レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス
）。
26
人
の
殉

教
後
、信
者
た
ち
を
支
え
た
合
い
言
葉
で
あ
る
。
今
年
６
月
８
日
は
彼
ら
が
列
聖
さ
れ
て
１
５
０

周
年
の
日
。
こ
の
節
目
を
記
念
す
る
日
本
と
長
崎
の
教
会
は
、さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
通
し
て
マ
ル

チ
レ
ス
の
も
と
へ
集
い
、日
本
の
教
会
の
礎
を
据
え
て
く
だ
さ
っ
た
神
に
感
謝
を
さ
さ
げ
た
。

マ
ル
チ
レ
ス
の
と
こ
ろ
へ
行
こ
う

日
本
二
十
六
聖
人
列
聖
１
５
０
周
年

150 周年にあたり、バチカンから届けら
れたメッセージを代読するジョゼフ・
チェノットゥ駐日教皇大使
＝ 6月 10 日浦上教会での記念ミサ＝

界
に
見
ら
れ
る
26
聖
人
の

姿
」。

　

レ
ン
ゾ
神
父
は
、世
界
各

地
の
教
会
な
ど
に
残
る
日
本

二
十
六
聖
人
を
描
い
た
画

（
版
画
、油
絵
、モ
ザ
イ
ク
画
）

や
彫
刻
、ま
た
日
本
二
十
六

聖
人
記
念
館
内
部
の
様
子
、

建
物
の
（
設
計
上
の
）
特
徴

に
つ
い
て
の
紹
介
な
ど
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
映
し
出
し

た
画
像
を
見
な
が
ら
約
１
時

間
に
わ
た
っ
て
説
明
。

　

約
２
０
０
人
の
参
加
者

は
、貴
重
な
映
像
を
前
に
し

て
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い

た
。
講
演
に
続
い
て
、50
年

前
の
「
日
本
26
聖
人
記
念
館 

建
造
記
録
映
画
」
の
上
映
が

あ
っ
た
。

６
月
10
日
（
日
）

　

10
時
。
西
坂
の
丘
で
、日

本
二
十
六
聖
人
殉
教
地
を

「
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
・

西
坂
巡
礼
所
」
と
し
て
認
可

す
る
こ
と
を
記
し
た
プ
レ
ー

ト
の
除
幕
式
、椿
の
木
の
植

樹
と
祝
福
式
が
行
わ
れ
た
。

　

除
幕
は
、駐
日
教
皇
大
使

ジ
ョ
ゼ
フ
・
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ

大
司
教
、日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

司
教
協
議
会
会
長
・
池
長 

潤 

大
司
教
、髙
見
三
明
大
司

教
、イ
エ
ズ
ス
会
日
本
管
区

長
・
梶
山
義
夫
神
父
、フ
ラ

ン
シ
ス
コ
会
日
本
管
区
長
・

長
谷
川 

潤 

神
父
、日
本
二

十
六
聖
人
記
念
館
館
長
デ
・

ル
カ
・
レ
ン
ゾ
神
父
、田
上

富
久
長
崎
市
長
の
７
人
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
チ
ェ

ノ
ッ
ト
ゥ
大
司
教
は
「
こ
の

殉
教
地
が
、訪
れ
る
人
々
に

希
望
を
与
え
、愛
を
育
む
巡

礼
所
と
な
る
よ
う
」
約
２
０

０
人
の
参
列
者
と
共
に
祈
り

を
さ
さ
げ
た
。

　

殉
教
者
た
ち
の
十
字
架
の

跡
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が

椿
を
植
え
、信
仰
の
し
る
し

に
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
殉
教
者
た
ち
の
遺
徳
を

し
の
ぶ
た
め
に
、椿
の
植
樹

と
祝
福
式
も
行
わ
れ
た
。

　

参
列
者
の
１
人
、里
脇
岩

男
さ
ん
（
植
松
教
会
所
属
）

は
、「
節
目
の
年
に
し
か
も

『
巡
礼
所
』
の
除
幕
を
目
の

当
た
り
に
し
、心
を
揺
さ
ぶ

ら
れ
た
」
と
話
し
た
。

　
「
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
・

西
坂
巡
礼
所
」
は
、日
本
カ

ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
が
２

０
１
２
年
６
月
８
日
付
け
で

認
可
。
日
本
の
司
教
団
に

よ
っ
て
公
式
巡
礼
所
と
し
て

認
可
さ
れ
た
の
は
、今
回
の

西
坂
が
初
め
て
と
な
る
。

　

10
時
30
分
。
長
崎
北
地
区

が
担
当
す
る
教
区
主
催
の
徒

歩
巡
礼
が
あ
り
、
１
０
０
人

を
超
え
る
参
加
者
た
ち
が
時

津
～
浦
上
教
会
間
の
約
６
・

５
㎞
を
歩
い
た
。
時
津
港
の

日
本
二
十
六
聖
人
上
陸
の
地

記
念
碑
前
を
出
発
し
た
巡
礼

団
は
、主
に
国
道
沿
い
、途
中

旧
道
も
含
め
、昼
食
休
憩
を

は
さ
ん
で
歩
き
、13
時
30
分

頃
浦
上
教
会
に
到
着
。
そ
の

後
、記
念
ミ
サ
に
参
加
し
た
。

で
、「
日
本
二
十
六
聖
人
列

聖
１
５
０
周
年
記
念
日
の
集

い
」
を
開
催
。
９
時
45
分
か

ら
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、保
育
園
児
２
人

に
よ
る
開
会
宣
言
と
、26
人

の
保
育
園
児
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
10
時
、

14
時
、18
時
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

始
ま
っ
た
集
い
の
内
容
は
、

特
別
展
示
の
観
覧
、記
録
映

画
の
鑑
賞
、記
念
の
ミ
サ
。

１
日
の
参
加
者
は
延
べ
５
５

０
人
だ
っ
た
。

　

ま
た
、こ
の
日
は
15
時
か

ら
京
都
カ
テ
ド
ラ
ル
河
原
町

教
会
で
記
念
ミ
サ
が
あ
り
、

長
崎
か
ら
は
教
区
評
議
会
を

中
心
と
し
た
信
者
７
人
が
参

加
し
た
。

６
月
９
日
（
土
）

　

14
時
。
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、長
崎
大
司

教
区
は
日
本
二
十
六
聖
人
記

念
館
館
長
デ･

ル
カ･

レ
ン

ゾ
神
父
を
講
師
に
迎
え
て
、

列
聖
１
５
０
周
年
記
念
講
演

会
を
行
っ
た
。
演
題
は
「
世

　

14
時
。
カ
テ
ド
ラ
ル
浦
上

教
会
で
、日
本
二
十
六
聖
人

殉
教
者
列
聖
１
５
０
周
年
記

念
ミ
サ
が
行
わ
れ
、教
区
内

外
か
ら
参
加
し
た
約
２
０
０

０
人
が
共
に
祈
っ
た
。
西
坂

か
ら
浦
上
ま
で
を
１
時
間
か

け
て
歩
い
て
ミ
サ
に
参
加
し

た
青
年
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
も

あ
っ
た
。

　

駐
日
教
皇
大
使
、司
教
団
、

司
祭
団
は
合
わ
せ
て
１
０
０

人
近
く
。
ミ
サ
の
始
め
に

チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
大
司
教
の
歓

迎
式
が
あ
り
、共
同
司
式
の

司
教
、フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
と

イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
管
区
長

（
池
長 

潤
、松
浦
悟
郎
、押
川

壽
夫
、宮
原
良
治
、前
田
万
葉

各
司
教
、長
谷
川 

潤
、梶
山

義
夫
各
師
）
ら
の
紹
介
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、列
聖
１
５
０
周
年

に
あ
た
り
、教
皇
庁
国
務
長

官
タ
ル
チ
シ
オ
・
ベ
ル
ト
ー

ネ
枢
機
卿
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
、駐
日
教
皇
大
使
に

よ
っ
て
代
読
さ
れ
た
。

　

髙
見
大
司
教
は
説
教
の
中

で
、神
を
信
じ
な
い
人
、神
に

無
関
心
な
人
が
増
え
て
い
る

現
代
に
お
い
て
、キ
リ
ス
ト

を
証
し
す
る
こ
と
が
今
の
私

た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と

説
き
、二
十
六
聖
人
の
と
り

な
し
に
よ
っ
て
三
位
一
体
の

ま
こ
と
の
神
を
信
じ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
祈
り
を
呼
び

掛
け
た
。

　

聖
体
拝
領
後
、「
日
本
カ

ト
リ
ッ
ク
長
崎
・
西
坂
巡
礼

所
」
設
立
宣
言
が
池
長 

潤 

大
司
教
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

ま
た
松
井
守
男
画
伯
か
ら
、

キ
リ
ス
ト
の「
磔
刑
」「
復
活
」

「
昇
天
」
の
三
部
作
絵
画
の

贈
呈
が
あ
り
、閉
祭
へ
と
続

い
た
。

　

こ
の
一
連
の
記
念
行
事
の

た
め
に
、長
崎
キ
リ
ス
ト
教

協
議
会
（
議
長
・
運
営
委
員

長　

藤
井
清
邦
牧
師
）
か
ら

贈
ら
れ
た
26
本
の
バ
ラ
が
、

こ
の
ミ
サ
の
中
で
も
飾
ら
れ

て
い
た
。

テープカットする子供たち（6月8日）

二十六聖人記念館特別展観覧（8日）

西坂巡礼所プレートの除幕（10 日）

椿の木の植樹（10 日）

「
人
」
と
「
為
」
と
い
う
字

を
組
み
合
わ
せ
る
と
、「
偽
」

と
い
う
漢
字
に
な
る
。
漢
字

の
成
り
立
ち
に
は
、「
人
が

わ
ざ
と
す
る
」
と
い
う
意
味

が
あ
る
そ
う
だ
。
▲
「
偽
」

か
ら
連
想
さ
れ
る
言
葉
は
、

「
偽
善
」「
偽
善
者
」
な
ど
。

イ
エ
ス
は
「
偽
預
言
者
を
警

戒
し
な
さ
い
」（
マ
タ
イ
７
・

５
）、「
あ
な
た
が
た
は
偽
善

者
の
よ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
」（
同
６
・
５
）
と
注

意
す
る
。
本
来
、人
の
た
め

に
何
か
を
す
る
行
為
は
、「
善

い
も
の
」「
価
値
あ
る
も
の
」

の
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
な
の

に
「
偽
善
」
と
な
る
こ
と
も

あ
り
得
る
。
そ
の
こ
と
を
こ

の
漢
字
は
考
え
さ
せ
る
▲
ど

ん
な
と
き
に
、「
人
の
た
め

に
何
か
を
す
る
こ
と
」が「
偽

善
」
と
な
り
得
る
の
か
。「
人

の
た
め
に
」と
言
い
な
が
ら
、

そ
こ
に
「
自
分
の
た
め
」
と

い
う
気
持
ち
が
混
じ
る
と
、

「
偽
り
」
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
徹
底
し
て
人
の
た
め

に
す
る
場
合
に
、行
為
は
価

値
あ
る
も
の
と
な
る
。「
平
和

の
た
め
に
」「
二
度
と
戦
争

を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
」「
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
た
め
に
」

働
く
人
々
。
そ
れ
ぞ
れ
引
き

受
け
て
い
る
役
割
は
、ど
こ

ま
で
「
人
の
た
め
に
」
行
わ

れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
▲
限
り

な
く
１
０
０
％
に
近
い
も
の

で
な
け
れ
ば
、ど
こ
か
に「
自

分
の
た
め
」
と
い
う
理
由
が

混
じ
っ
て
し
ま
い
、「
偽
り
」

に
す
り
替
わ
っ
て
し
ま
う
危

険
が
あ
る
。
私
た
ち
の
働
き

は
、ど
こ
ま
で
も
隣
人
の
た

め
、私
た
ち
の
働
き
を
必
要

と
し
て
い
る
人
の
た
め
だ
。

だ
か
ら
私
た
ち
に
は
１
０

０
％
人
の
た
め
に
働
く
気
持

ち
が
必
要
に
な
る
。
二
心
な

く
、偽
り
と
な
ら
な
い
働
き

を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
。

（
Ｋ
・
Ｎ
）

□
た
い
ま
つ
行
列
出
発
式　

午
後
６
時
45
分
（
平
和
公
園
）

□
平
和
祈
願
ミ
サ　
　
　
　

午
後
８
時　
　

（
浦
上
教
会
）

＊
雨
天
時
、た
い
ま
つ
行
列
中
止
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カ
ト
リ
ッ
ク
正

義
と
平
和
全
国
集

会
・
長
崎
大
会
の

プ
レ
企
画
と
し
て
、

講
演
会
「
長
崎
で

『
正
義
と
平
和
』
の

話
を
し
よ
う
」
が

６
月
24
日
に
カ
ト

リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。
講
師
は
、南

山
大
学
総
合
政
策

学
部
教
授
マ
イ
ケ

ル
・
シ
ー
ゲ
ル
師

（
神
言
修
道
会
）。

約
１
０
０
人
が
参

加
し
た
。

　

今
年
の
全
国
集

会
の
テ
ー
マ
「『
正

義
と
平
和
』
の
原

点
を
探
る
」
に
向

か
う
た
め
に
、カ
ト

リ
ッ
ク
に
お
け
る

「
正
義
と
平
和
」
と
は
何
な
の
か
、そ
し

て
、今
年
の
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
16
世

「
世
界
平
和
の
日
」
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
若

者
に
対
す
る
正
義
と
平
和
の
教
育
」
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
も
語
っ
て
い
た
だ

い
た
。

　

シ
ー
ゲ
ル
師
は
、「
正
義
と
平
和
」

に
つ
い
て
、現
教
皇
は
「
社
会
に
お
け

る
隣
人
愛
」
と
定
義
し
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
、教
会
が
社
会
問
題
に
取
り
組

む
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
目
に
見
え
る

兄
弟
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、目
に
見
え
な
い
神
を
愛
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
説
明
し

た
。
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
で
は
「
救
い
＝

死
後
に
霊
魂
が
天
国
に
入
る
こ
と
」
と

考
え
が
ち
で
あ
り
、自
分
が
死
後
に
救

わ
れ
る
た
め
に
隣
人
を
愛
す
る
と
考

え
る
の
で
は
本
当
の
愛
で
は
な
い
、ま

ず
こ
の
世
の
中
で
愛
を
築
き
、そ
れ
に

よ
っ
て
死
後
の
救
い
に
つ
な
げ
て
い
く

と
考
え
る
の
が
、初
代
教
会
の
理
解
で

あ
っ
た
と
し
た
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
全
国
集

会
・
２
０
１
２
長
崎
大
会
は
、10
月
６

日
～
８
日
に
浦
上
教
会
、カ
ト
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
、大
司
教
館
を
会
場
と
し
て

開
催
さ
れ
る
。
東
日
本
大
震
災
後
に
初

め
て
開
催
さ
れ
る
大
会
で
あ
り
、積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、今
回
の
講
演
会
の
録
画
は

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

ア
ド
レ
ス
は
、�http://youtu.be/

G8ELs2FXqTk�

。
参
加
で
き
な
か
っ

た
方
は
ご
覧
に
な
っ
て
、10
月
の
大
会

へ
の
参
加
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

（
教
区
平
和
推
進
委
員
会
）

　

レ
ジ
オ
マ
リ
エ
・
長
崎
レ

ジ
ア
（
村
田
祐
二
会
長
）
は

６
月
２
、
３
の
両
日
、日
本

二
十
六
聖
人
列
聖
１
５
０
年

祭
を
前
に
広
島
の
殉
教
地
を

巡
礼
し
た
。

　

参
加
者
は
指
導
司
祭
マ
イ

ケ
ル
・
ヒ
ル
デ

ン
神
父
（
城
山

教
会
）
他
会
員

39
人
。
初
日
は

三
原
市
の
三
原
教
会
を
訪

ね
、近
く
の
堀
端
に
建
つ「
聖

ト
マ
ス
小
崎
」
像
の
前
で
祈

り
を
さ
さ
げ
た
。
14
歳
の
ト

マ
ス
小
崎
は
京
都
か
ら
長
崎

に
向
か
う
道
中
、三
原
城
の

牢
内
で
母
に
別
れ
の
手
紙
を

書
い
た
。
母
に
届
く
こ
と
が

な
か
っ
た
そ
の
手
紙
は
、長

崎
で
の
処
刑
の
際
、父
ミ
ゲ

ル
の
襟
元
に
縫
い
付
け
ら
れ

て
い
た
と
い
う
。

　

翌
３
日
は
広
島
カ
テ
ド
ラ

ル
・
世
界
平
和
記
念
聖
堂
で

ミ
サ
に
参
加
し
、ミ
サ
後
、前

田
万
葉
司
教
（
長
崎
教
区
出

身
）
と
面
会
。
午
後
か
ら
は

己
斐
（
こ
い
）
町
太
田
川
の

ほ
と
り
に
建
つ
「
キ
リ
シ
タ

１
．
は
じ
め
に　

～
長
崎

純
心
大
学
の
こ
れ
ま
で
の

活
動
経
緯
に
つ
い
て
～

　

ま
ず
は
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
、震
災
に
よ
っ
て
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
に
、心
よ
り
ご

冥
福
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
１
日
も
早
く
穏

や
か
な
日
々
が
訪
れ
る
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、長
崎
純
心
大
学
で

は
、東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、
２
０
１
２
年
５
月
よ

り
「
東
日
本
大
震
災
被
災
者

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
さ
さ
や
か

な
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、①
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、②
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
支
援
事
業
、③
被
災

者
応
援
事
業
の
３
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

事
業
で
は
、第
１
ク
ー
ル
か

ら
第
３
ク
ー
ル
ま
で
の
合
計

３
ク
ー
ル
実
施
（
参
加
す
る

学
生
合
計
12
名
）し
ま
し
た
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、カ
ト

リ
ッ
ク
大
学
で
あ
る
仙
台
白

百
合
女
子
大
学
の
協
力
の
も

と
、宮
城
県
山
元
町
や
石
巻

市
な
ど
、被
災
さ
れ
た
方
々

や
活
動
支
援
を
さ
れ
て
い
る

方
々
か
ら
話
を
伺
う
と
と
も

に
、南
三
陸
町
に
て
、カ
リ
タ

ス
ジ
ャ
パ
ン
仙
台
教
区
・
米

川
ベ
ー
ス
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
（
が
れ
き
の
撤
去
、

移
動
カ
フ
ェ
の
支
援
、漁
業

支
援
と
し
て
の
網
の
修
復
作

業
）、仙
台
市
内
の
仮
設
住
宅

に
て
、子
供
た
ち
へ
の
学
習

支
援
活
動
な
ど
を
行
わ
せ
て

広
島
殉
教
地
を
巡
礼

長
崎
レ
ジ
ア

ぶ
ど
う
園

香
典
返
し
　
　

お
礼
と
ご
報
告

▼
マ
リ
ア
の
丘
か
ら
愛
を
こ

め
て
Ⅴ
～
平
和
を
祈
る
音
楽

朗
読
会　

子
ど
も
た
ち
と
共

に
～　

８
月
４
日
㈯
14
時　

城
山
教
会　

入
場
無
料　

な

が
さ
き
「
水
の
会
」
主
催

▼
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭　

８

月
８
日
㈬
19
時　

長
崎
市
松

山
町
原
爆
落
下
中
心
地　

雨

天
＝
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

長
崎
県
宗
教
者
懇
話
会
主
催

▼
佐
世
保
地
区
平
和
祈
願
祭

　

８
月
15
日
㈬
10
時　

ア
ル

カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ

▼
大
村
殉
教
祭　

９
月
２
日

㈰
13
時　

大
村
市
民
会
館

▼
教
区
結
婚
講
座　

９
月
11

日
～
10
月
５
日
の
う
ち
８
回

　

毎
週
火
・
金
曜
日
の
19
時

～
21
時　

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
２
階
講
堂

申
込
先
・
家
庭
特
別
委
員
会

℡
０
９
５
（
８
４
２
）
４
４
５
０

長
崎
大
司
教
区

◦
福
島
エ
ノ
様
（
福
江
）

　

故
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
　

福
島
繁
様

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

◦
長
谷
義
光
様
（
浅
子
）

　

故
マ
リ
ア
長
谷
モ
ミ
様

◦
川
口
ト
ミ
様
（
浦
頭
）

　

故
ト
マ
川
口
久
米
雄
様

◦
福
島
エ
ノ
様
（
福
江
）

　

故
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
　

福
島
繁
様

◦
野
口
正
志
様
（
浦
上
）

　

故
マ
リ
ア
野
口
マ
ツ
ノ
様

◦
糸
永
美
智
子
様
（
俵
町
）

　

故
ペ
ト
ロ
糸
永
信
義
様

　

右
の
方
々
か
ら
、神
学
生

養
成
な
ど
の
た
め
に
香
典
返

し
に
代
え
て
ご
芳
志
を
賜
り

ま
し
た
。
お
礼
と
ご
報
告
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災

被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

長
崎
純
心
大
学
人
文
学
部　
　
　
　
　
　

現
代
福
祉
学
科
教
授　

松
永 

公
隆

い
た
だ
き
ま
し
た
。
活
動
後

に
は
、学
生
た
ち
に
よ
っ
て

報
告
会
が
実
施
さ
れ
、支
援

内
容
や
被
災
者
の
方
々
の
現

状
な
ど
が
報
告
さ
れ
、東
日

本
大
震
災
が
風
化
さ
れ
る
こ

と
な
く
、今
後
も
関
心
を
持

ち
続
け
る
必
要
性
や
、自
分

た
ち
な
り
に
で
き
る
活
動
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
呼
び

掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、長
崎
教
会
管
区

が
岩
手
県
大
槌
町
な
ど
を
管

轄
さ
れ
、活
動
を
行
っ
て
い

く
と
い
う
お
話
を
受
け
、長

崎
純
心
大
学
と
し
て
ぜ
ひ
活

動
の
場
を
岩
手
県
に
置
い

て
、長
崎
教
区
様
の
ご
支
援

を
受
け
て
、活
動
を
行
わ
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

２
．
岩
手
県
大
槌
町
の
町

の
様
子
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
い
て

　

今
年
の
３
月
中
旬
か
ら
３

日
間
、本
学
教
職
員
３
名
で
、

現
地
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
私
自
身
が
大
変
驚
い

た
こ
と
は
、町
の
中
心
地
に

位
置
す
る
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ

ン
の
大
槌
ベ
ー
ス
は
、以
前

は
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
商
店
や
商
業
ビ
ル
、民
家

が
取
り
壊
さ
れ
、人
や
車
の

往
来
も
ま
ば
ら
な
場
所
に

建
っ
て
い
た
こ
と
で
し
た
。

夜
に
な
る
と
、人
が
住
ん
で

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、町

が
真
っ
暗
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

古
木
眞
理
一
神
父
様
か

ら
、こ
の
場
所
に
ベ
ー
ス
が

あ
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て

ご
教
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
神
父
様
の
お
話
に
よ
れ

ば
、真
っ
暗
な
町
の
中
に
大

槌
ベ
ー
ス
が
あ
り
、夜
に
な

る
と
灯
り
が
と
も
る
。
住
民

の
方
か
ら
は
、こ
の
ベ
ー
ス

に
灯
が
と
も
っ
て
い
る
こ
と

自
体
、安
心
で
き
る
し
、復
興

の
希
望
が
持
て
る
と
言
わ
れ

た
旨
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ベ
ー

ス
が
こ
の
場
所
に
あ
っ
て
、

人
が
生
活
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
自
体
に
非
常
に
意
味
が

あ
り
、住
民
の
方
に
と
っ
て
、

「
生
き
る
こ
と
」「
希
望
を
持

つ
こ
と
」
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
の
だ
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。

　

さ
て
、大
槌
町
社
会
福
祉

協
議
会
で
い
た
だ
い
た
資
料

を
基
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
状
況
を
確
認
す
る
と
、社

会
福
祉
協
議
会
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
状
況

は
、最
も
活
動
が
多
い
「
泥

か
き
」
の
活
動
と
呼
応
し
な

が
ら
、減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。確
か
に
、カ
リ
タ
ス
ジ
ャ

パ
ン
大
槌
町
の
ベ
ー
ス
の
周

囲
は
、泥
か
き
や
が
れ
き
の

撤
去
な
ど
の
活
動
は
ほ
と
ん

ど
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
し
か
し
、一
旦
、仮
設

住
宅
の
方
々
に
目
を
向
け
れ

ば
、ま
だ
ま
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。

　

古
木
神
父
様
の
お
話
で

は
、仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
子

供
た
ち
は
、遊
び
場
が
な
い

上
に
、粉
塵
が
ひ
ど
く
、外
で

思
い
き
り
遊
べ
な
い
状
況
と

の
こ
と
。
そ
の
中
で
、子
供

た
ち
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

３
．
学
生
た
ち
の
活
動

　

古
木
神
父
様
の
お
話
を
受

け
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
、第
４
ク
ー
ル
（
４
月
）、第

５
ク
ー
ル
（
５
月
）
合
計
８

名
の
学
生
と
２
名
の
引
率
者

が
、岩
手
県
大
槌
町
に
行
か

せ
て
い
た
だ
き
、主
と
し
て
仮

設
住
宅
で
生
活
す
る
子
供
た

ち
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
学
生
た
ち
自
ら
企
画
、

実
施
す
る
な
ど
の
活
動
を
行

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
第
４
ク
ー
ル
の
活
動
で

は
、
１
日
目
（
土
曜
日
）
に

は
20
名
、
２
日
目
（
日
曜

日
）
に
は
25
名
の
児
童
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
約
８

割
が
女
子
で
あ
り
、年
齢
層

は
小
学
校
低
学
年
２
年
生
～

５
年
生
の
層
が
多
く
、幼
児

や
中
学
１
年
生
の
男
子
も
、

少
数
で
は
あ
り
ま
す
が
い
ま

し
た
。
な
か
な
か
思
っ
た
よ

う
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で

す
が
、子
供
た
ち
が
楽
し
そ

う
に
活
動
に
参
加
し
て
い
る

様
子
を
見
て
、子
供
が
自
由

に
遊
ぶ
機
会
が
必
要
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
。

　

岩
手
に
滞
在
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
時
間
は
、私
を
含
め
、

学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
「
自

分
の
無
力
さ
」
と
向
き
合
う

時
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
学

生
の
中
に
は
、子
供
た
ち
の

支
援
が
十
分
に
で
き
ず
、分

か
ち
合
い
の
時
間
に
泣
い
て

し
ま
う
学
生
も
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
学
生
た
ち
に
対

し
て
、古
木
神
父
様
は
、夜
、

時
間
を
作
っ
て
く
だ
さ
り
、

一
人
一
人
の
学
生
と
お
話
し

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、毎
朝
の
ミ
サ
は
、自

分
た
ち
の
気
持
ち
を
落
ち
着

け
る
だ
け
で
な
く
、こ
の「
無

力
さ
」
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
時
間
と
も
な
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

４
．
お
わ
り
に

　

長
崎
純
心
大
学
は
、今
後

も
継
続
し
て
活
動
を
行
わ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
先
日
、支
援
活

動
の
募
集
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、32
名
の
学
生
た
ち
が
参

加
す
る
意
思
を
表
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。
継
続
し
た
活
動

を
今
後
も
で
き
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

古
木
神
父
様
を
は
じ
め
、

関
係
者
の
方
々
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、今
後
も
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

たこやきづくり

ペープサート「泣いた赤鬼」

プレ企画でマイケル・シーゲル師の講演
正義と平和全国集会・2012 長崎大会に向けて

ン
殉
教
の
碑
」
を
訪
れ
、殉

教
者
た
ち
の
遺
徳
を
し
の
ん

だ
。
こ
の
碑
に
は
、
２
０
０

８
年
に
長
崎
で
列
福
さ
れ
た

１
８
８
福
者
の
う
ち
、広
島

の
殉
教
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
遠

山
甚
太
郎
、マ
チ
ア
ス
庄
原

市
左
衛
門
、ヨ
ア
キ
ム
九
郎

右
衛
門
の
３
人
の
名
も
刻
ま

れ
て
い
る
。

　

参
加
者
の
１
人
は
、「
１

５
０
年
祭
を
前
に
ト
マ
ス
小

崎
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
こ

と
が
で
き
、こ
ち
ら
で
も
お

祈
り
で
き
て
と
て
も
よ
か
っ

た
」
と
語
っ
た
。

	

会
葬
御
礼

　

カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区
司
祭
・
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
古

川
武
信
神
父
の
逝
去
に
つ
き
ま
し
て
は
早
速
、ご
丁
重
な
る
弔

問
・
弔
電
な
ら
び
に
ご
香
典
を
賜
り
、葬
儀
の
際
に
は
ご
会
葬
・

献
花
の
弔
意
に
接
し
ま
し
た
う
え
、各
教
会
・
修
道
院
で
故
人

の
た
め
に
お
祈
り
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
た
く
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

一
々
拝
眉
の
う
え
御
礼
申
し
上
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
、紙
上
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

二
〇
一
二
年
六
月

カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区　
　

大
司
教　

髙
見
　
三
明
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科　　目 決算額 （％）

１．経常収入の部 450,976,580 74.1

教区費 138,926,086 22.8

信　徒 123,441,086

司　祭 10,065,000

修道会 5,420,000

特定献金 34,752,995 5.7

神学生養成援助費（封筒） 12,659,242

世界広報の日献金 2,507,045

聖ペトロ使徒座への献金 6,617,146

世界難民移住移動者の日献金 2,604,782

世界宣教の日献金 2,664,795

宣教地司祭育成の日献金 2,893,556

児童福祉の日献金 4,806,429

特別献金 35,258,121 5.8

寄付金 12,926,693

献金収入（本部関係） 21,259,400

ミサ奉納金（ビナチオ・トリナチオ） 591,000

ミサ献金（教区行事） 481,028

諸委員会活動費 5,397,750 0.9

(1) 信仰養成部 3,269,300

　生涯養成委員会 975,000

　典礼委員会 264,300

　青少年委員会 2,030,000

(2) 福音化推進部 688,000

　平和推進委員会 688,000

(3) 広報委員会 1,440,450

その他 236,641,628 38.9

保険金収入 2,608,835

受取利息 3,726

雑収入 8,975,871

小教区拠出金 222,620,196

退職金積立 2,433,000

２．財務収入の部 97,850,000 16.1

固定資産収入 3,150,000 0.5

受取家賃 3,150,000

その他の財務収入 94,700,000 15.6

内部貸付金回収 700,000

立替金返済収入 4,000,000

国宝保存財務資金 90,000,000

資金取崩収入 0

３．前年度繰越金 59,477,436 9.8

収入の部合計 608,304,016 

科　　目 決算額 （％）

(3) 福音化推進部 3,968,324

　福音化推進部費 36,042

　エキュメニズム・諸宗教委員会 1,094,549

　平和推進委員会 1,691,731

　福祉委員会 7,360

　人権委員会 1,138,642

(4) 教会奉仕者等養成部 964,924

　召命委員会 964,924

　神学生養成委員会 0

(5) 広報委員会 6,413,080

負担金 23,937,344 3.9

中央協議会送金 16,212,415

使徒座送金 7,124,929

心のともしび 600,000

神学生養成費 61,052,365 10.0

日本カトリック神学院 24,052,365

長崎カトリック神学院 17,000,000

長崎コレジオ 20,000,000

司祭生涯養成費 5,326,770 0.9

黙想研修会 1,272,256

海外留学費 4,054,514

不動産管理費 3,277,602 0.5

管理費 54,101

租税公課 3,223,501

人件費 303,371,294 49.9

聖職者（本部関係） 29,592,000

聖職者（小教区） 170,280,000

引退司祭 10,200,000

職員（本部関係） 40,959,098

職員（小教区） 52,340,196

福利厚生費 41,873,614 6.9

法定福利費（司祭・本部） 27,538,177

法定福利費（小教区） 2,681,318

医療費 7,751,801

医療共済制度 1,426,250

年金（掛け金） 2,476,068

維持管理費 30,306,293 5.0

大司教館 16,830,718

センター（管理部門） 13,475,575

事務費 26,083,855 4.3

本部事務局 3,973,368

法人事務所 22,110,487

その他の支出 2,933,000 0.5

巡礼センター補助金 500,000

退職引当金繰入支出 2,433,000

予備費 0 0.0

２．財務支出の部 14,647,269 2.4

財務支出 11,647,269 1.9

補助金 10,000,000

利子支払（借入金） 1,647,269

内部貸付金 0

立替金 0

積立金支出 3,000,000 0.5

司教活動資金 3,000,000

不動産取得資金 0

巡礼地整備資金 0

財務運用資金 0

３．次年度繰越金 66,880,249 11.0

支出の部合計 608,304,016

2011年度決算に関する報告　長崎大司教区
　宗教法人カトリック長崎大司教区の収支決算書が 6 月 26 日、教区顧問会で承認された。大浦天主堂拝観料からの収入が予算
より 1 千万円多かったこと、カトリックセンター事業部門からの立替金返済収入があったことなどの理由による収支の改善が
見られる。今後、信徒発見 150 周年に向けて大きな行事費が見込まれるので、支出の適正化も検討し、将来に備える必要がある。 

科　　目 決算額

宿泊売上　 26,313,913 

会議室売上　 1,917,530 

カフェ売上　 10,863,900 

雑収入　 1,751,546 

受取利息 1,567 

前年度繰越金 12,275,628 

収入の部合計 53,124,084 

科　　目 決算額

給料および手当 15,399,498 

法定福利費 902,107 

福利厚生費 503,058 

什器備品 0 

消耗品費 2,581,592 

修繕費 1,239,073 

旅費交通費 655,153 

自動車諸費 0 

通信費 379,810 

水道光熱費 3,016,817 

下水道使用料 0 

燃料費 1,583,550 

広告宣伝費 61,640 

租税公課 2,426,103 

接待交際費 0 

保健衛生費 769,603 

雑費 1,697,145 

原材料仕入れ 4,535,064 

仕入 815,939 

消費税 1,097,200 

保険・会費 931,153 

手数料 527,180 

内部借入金返済 4,000,000 

寄付金支出 2,000,000 

次年度繰越金 8,002,399 

支出の部合計 53,124,084 

２
０
１
２
年　

四
旬
節
愛
の
献
金

総
額　

７
，
７
３
１
，
３
９
４
円

（
７
月
13
日
現
在
）

　

右
の
献
金
の
他
、
直
接
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
へ
ご
送
金
い
た

だ
い
て
い
る
分
も
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
長
崎
支
部

長崎大司教区 カトリックセンター事業部門
〔収入の部〕 〔収入の部〕

科　　目 決算額 （％）

１．経常支出の部 526,776,498 86.6

宗教活動費 7,174,775 1.2

祭儀費 966,335

特別行事 2,620,745

助成金（小教区） 1,611,624

教区評議会 1,976,071

諸委員会活動費 21,439,586 3.5

(1) 信仰養成部 9,249,116

　信仰養成部 22,260

　信仰教育委員会 1,636,428

　生涯養成委員会 2,605,216

　青少年委員会 4,560,497

　典礼委員会 424,715

(2) 家庭特別委員会・小共同体 844,142

〔支出の部〕

〔支出の部〕
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去
る
５
月
20
日
か
ら
22
日

に
か
け
て
、教
区
福
音
化
推

進
部
の
福
祉
委
員
会
が
進
め

る
「
21
世
紀
ミ
ゼ
リ
コ
ル

デ
ィ
ア
構
想
」
の
具
体
化
に

向
け
、下
五
島
地
区
で
ヒ
ア

リ
ン
グ（
聞
き
取
り
）を
行
っ

た
。

　
「
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
」

と
は
、ラ
テ
ン
語
で
慈
悲
と

い
う
意
味
。
イ
タ
リ
ア
で
は

13
世
紀
か
ら
活
動
し
て
い
る

カ
ト
リ
ッ
ク
の
福
祉
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
組
織
の

名
称
で
あ
る
。

　

福
祉
と
キ
リ
ス
ト
教
は
深

い
関
連
が
あ
る
。な
ぜ
な
ら
、

キ
リ
ス
ト
教
は
「
わ
た
し
が

あ
な
た
が
た
を
愛
し
た
よ
う

に
、互
い
に
愛
し
合
い
な
さ

い
」（
ヨ
ハ
ネ
15
・
12
）
と

言
わ
れ
、苦
し
む
人
、悲
し
む

人
の
友
と
な
ら
れ
た
主
キ
リ

ス
ト
に
倣
い
、愛
を
生
き
る

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

16
世
紀
後

半
の
キ
リ
シ

タ
ン
時
代
に

は
、長
崎
で
も

『
ミ
ゼ
リ
コ
ル

デ
ィ
ア
の
組
』

と
い
う
慈
悲

の
会
が
活
躍

し
、貧
し
い
人

や
病
気
の
人
、

重
い
皮
膚
病
の
人
へ
の
奉
仕

活
動
が
、信
徒
た
ち
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
た
。

　

構
想
は
、こ
の
慈
悲
の
会

を
長
崎
の
教
会
に
復
活
さ
せ

よ
う
と
い
う
も
の
。
長
崎
教

区
シ
ノ
ド
ス
が
開
か
れ
よ

う
と
し
て
い
る
今
、教
会
が

も
っ
と
キ
リ
ス
ト
の
み
こ
と

ば
を
生
き
る
共
同
体
に
な
れ

る
よ
う
、教
区
の
第
4
期（
２

０
１
１
～
13
年
度
）
活
動
計

画
に
盛
り
込
ん
だ
。

　

今
回
の
下
五
島
の
聞
き
取

り
は
、具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上

げ
る
前
に
、多
く

の
方
々
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら

現
状
を
把
握
し
、

一
緒
に
立
ち
上

げ
て
い
く
た
め
、

今
回
は
司
祭
団

や
各
小
教
区
評

議
会
議
長
と
懇

談
し
、
主
に
カ

ト
リ
ッ
ク
関
係

の
福
祉
・
医
療

施
設
と
行
政
を

回
っ
て
話
を
聞

い
た
。

　

所
感
を
述
べ

れ
ば
、想
像
以
上

に
隅
々
か
ら
高

齢
化
と
過
疎
化

が
進
み
、信
仰
だ

け
で
な
く
生
活

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
一
方
、

都
会
の
よ
う
に
、離
婚
、孤
独

死
、幼
児
虐
待
、Ｄ
Ｖ
（
家
庭

内
暴
力
）
が
起
こ
り
、独
居

率
が
他
の
市
よ
り
か
な
り
高

い
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　

ま
た
、信
徒
の
立
場
か
ら

は
、他
県
の
移
住
者
か
ら
の

強
い
勧
め
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
始
め
た
教
会
も
あ

る
が
、隣
人
愛
の
大
切
さ
は

皆
知
っ
て
い
な
が
ら
、信
者

が
具
体
的
に
実
践
し
て
い
く

こ
と
を
今
ま
で
学
ん
で
こ
な

か
っ
た
と
の
意
見
も
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
も

見
え
た
。

　

今
後
は
、各
教
会
を
訪
問

し
な
が
ら
、信
徒
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
き
、地
区
単
位
で

施
設
の
訪
問
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
企
画
し
、信
徒
の

皆
さ
ん
と
共
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
、隣
人
愛
を

実
践
す
る
地
区
教
会
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
く
。

　

構
想
の
よ
う
な
継
続
性
の

あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

１
日
も
早
く
望
む
と
の
施
設

関
係
者
の
意
見
や
、自
分
た

ち
の
原
点
は
そ
こ
に
あ
る
と

の
シ
ス
タ
ー
の
こ
と
ば
、司

祭
団
の
賛
同
は
、強
い
後
押

し
で
あ
っ
た
。
新
た
な
時
代

に
向
け
、手
探
り
は
続
く
。

2011年度決算に関する報告　長崎教区 71小教区決算集計表
〔収入の部〕

〔支出の部〕

科　　目 決算額

１．経常収入の部 1,116,274,628 

献金収入 790,738,183 

教会維持費 422,141,059�

ミサ献金 116,253,532�

ミサ奉納金 179,946,627�

祭儀献金 42,744,573�

その他の献金 29,652,392�

寄付金収入 59,005,991 

一般寄付金 29,753,992�

指定寄付金 7,639,200�

司祭寄付金 3,858,672�

修道会寄付金 0�

その他の寄付金 17,754,127�

その他の収入 83,650,869 

教区補助金収入 13,557,324�

受取利息収入 460,018�

墓地納骨堂管理費収入 8,013,542�

行事収入 7,488,889�

非課税事業収入 3,067,431�

雑収入 51,063,665�

預り金収入 182,879,585 

教区費 121,818,617�

神学生養成援助費（封筒） 11,298,892�

児童福祉の日献金 2,592,124�

世界広報の日献金 2,345,919�

聖ペトロ使徒座への献金 2,364,129�

世界難民移住移動者の日献金 2,464,211�

世界宣教の日献金 2,504,127�

宣教地司祭育成の日献金 2,605,711�

特別献金 9,053,380�

預り金 3,272,520�

一菜募金 6,721,115�

クリスマス募金 4,187,587�

カリタスジャパン募金 7,595,931�

その他の募金 4,055,322�

２．財務収入の部 295,186,609 

内部借入金収入 40,000,000�

外部借入金収入 0�

特別目的預金取崩収入 51,342,116�

境内地拡張費積立金収入 0�

境内建物建設増改築積立金収入 97,067,907�

土地売却代金収入 0�

修理費積立金収入 98,283,896�

科　　目 決算額

１．経常支出の部 1,040,643,878 

小計Ⅰ 854,456,748 

祭儀費 42,375,438�

教化費 20,324,564�

教育養成費 34,461,962�

図書費 6,901,472�

出版刊行費 12,118,769�

行事費 41,797,300�

負担金 11,912,593�

維持管理費 50,173,246�

備品修繕費 28,216,069�

保守管理費 16,894,751�

墓地管理費 5,234,552�

保険料 24,485,934�

給与手当 240,841,218�

雑給与 25,642,242�

退職金 1,339,000�

福利厚生費 13,840,292�

法定福利費 2,900,930�

会議費 4,779,066�

消耗品費 19,029,278�

器具備品費 28,217,809�

リース料 12,372,915�

通信費 12,951,446�

旅費交通費 14,985,652�

自動車諸費 21,869,470�

水道光熱費 71,558,603�

接待交際費 22,024,137�

科　　目 決算額

公租公課 1,224,146�

支払利息 0�

補助金支出 15,222,342�

支払手数料 164,157�

非課税事業支出 2,247,552�

雑費 40,771,843�

司祭活動費補助 4,566,000�

修道院献金 3,012,000�

小計Ⅱ（預り金支出） 186,187,130 

教区費 121,630,283�

神学生養成援助費（封筒） 11,537,142�

児童福祉の日献金 2,647,330�

世界広報の日献金 2,385,637�

聖ペトロ使徒座への献金 2,401,683�

世界難民移住移動者の日献金 2,506,226�

世界宣教の日献金 2,550,075�

宣教地司祭育成の日献金 2,605,395�

特別献金 10,549,849�

預り金 3,131,420�

一菜募金 6,587,475�

クリスマス募金 4,409,948�

カリタスジャパン募金 7,782,099�

その他の募金 5,462,568�

２．財務支出の部 363,532,446 

内部借入金返済支出 46,214,000�

外部借入金返済支出 5,000,000�

土地取得支出 36,556,095�

建物取得支出 56,235,356�

構築物購入支出 20,126,856�

器具備品購入支出 10,372,153�

特別目的預金積立支出 181,221,083�

退職積立金 4,669,913�

建物増改築費 3,136,990�

教会修理費 0�

３．次年度繰越金 691,841,205 

支出の部合計 2,096,017,529 

科　　目 決算額

雑収入 8,492,690�

重文防災施設工事補助金 0�

３．前年度繰越金 684,556,292 

収入の部合計 2,096,017,529 

（2011 年度） （2010 年度）
世帯数 18,153 18,172
①維持費 /世帯数 /月 1,938 1,902
②教区費 /世帯数 /月 559 607
③教区費 /維持費（％） 29 32
④ミサ奉納金 /世帯数 /月 826 882
⑤ミサ献金 /世帯数 /月 534 512

「
21
世
紀
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
構
想
」

下
五
島
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
開
始

教
区
福
音
化
推
進
部
長
　
紙
﨑
新
一

長
崎
市
万
才
町

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
聖
マ
リ
ア
の
園
（
五

島
市
）
の
シ
ス
タ
ー
か
ら
話
を
聞
く
教
区
福

祉
委
員
会
の
岩
崎
晋
吾
委
員
長
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さ
れ
、
１
９
６
２
（
昭
和

37
）
年
６
月
29
日
、山
口
愛

次
郎
大
司
教
に
よ
っ
て
現
在

の
教
会
が
献
堂
さ
れ
た
。

　

50
年
が
た
ち
、内
装
や
外

装
の
補
修
、信
徒
会
館
の
整

備
な
ど
残
さ
れ
た
課
題
も
多

い
。
梅
雨
空
の
も
と
、屋
外

で
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
絆
を

確
認
し
た
小
さ
な
家
族
は
、

今
、51
年
目
を
踏
み
出
し
て

い
る
。

　

７
月
１
日
（
日
）、三
ツ
山

教
会（
大
水
文
隆
主
任
神
父
）

で
は
、「
神
と
の
絆 

わ
れ
ら

家
族
」
の
か
け
声
の
も
と
、

教
会
献
堂
50
周
年
の
記
念
ミ

サ
と
堅
信
式
が
行
わ
れ
た
。

　

髙
見
三
明
大
司
教
を
は
じ

め
と
す
る
出
身
司
祭
、歴
代

主
任
司
祭
、長
崎
中
地
区
司

祭
団
の
共
同
司
式
で
行
わ
れ

た
ミ
サ
に
は
、三
ツ
山
教
会

信
徒
だ
け
で
な
く
、長
年
奉

仕
し
て
き
た
シ
ス
タ
ー
方
、

三
ツ
山
教
会
献
堂
50
周
年

堅
信
式
と
記
念
ミ
サ

「
再
び
原
点
に
立
ち
返
る
」

　

私
は
、長
崎
教
会
管
区
の

代
表
と
し
て
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ

パ
ン
大
槌
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

で
奔
走
し
て
お
ら
れ
る
教
区

本
部
事
務
局
次
長
の
古
木

神
父
様
の
代
わ
り
に
、今
年

度
か
ら
家
庭
特
別
委
員
会
の

職
務
を
任
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
頭
島
神
父
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

何
か
記
事
を
と
い
う
こ
と

で
し
た
の
で
、表
題
に
も
あ

り
ま
す
よ
う
に
原
点
に
立
ち

返
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、自

身
の
思
う
と
こ
ろ
を
書
き
連

ね
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
〈
原
点
に
立
ち
返
る
〉
と

は
、文
字
通
り
、袋
小
路
か
ら

這
い
出
て
、も
う
一
度
来
た

道
を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
で

す
。
こ
の
コ
ラ
ム
も
「
再
び

家
庭
を
振
り
返
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
か
ら
、ぴ
っ
た
り

の
テ
ー
マ
で
す
。

　

原
点
と
言
え
ば
、も
ち
ろ

ん
、そ
れ
は
福
音
宣
教
と
い

う
こ
と
で
す
が
、そ
れ
は
家

庭
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
福

音
伝
道
の
先
駆
者
と
言
え

ば
、言
う
ま
で
も
な
く
、キ
リ

ス
ト
教
二
大
使
徒
の
一
人
で

あ
る
パ
ウ
ロ
で
す
。
彼
に

と
っ
て
、家
庭
は
福
音
宣
教

の
原
点
だ
っ
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
キ
リ
ス
ト
の
福
音

の
光
は
家
庭
か
ら
始
ま
っ
た

地
域
の
代
表
者

な
ど
２
５
０
人

余
り
が
参
列
し
、

恵
み
の
節
目
を

感
謝
す
る
と
と
も
に
、大
人

１
人
を
含
む
６
人
の
受
堅
者

の
た
め
に
祈
っ
た
。

　

ミ
サ
後
に
行
わ
れ
た
記
念

式
典
で
は
、来
賓
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
ス
ラ
イ
ド
が
上
映

さ
れ
、教
会
の
歴
史
と
信
者

の
姿
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

迫
害
と
殉
教
の
苦
し
み
を

乗
り
越
え
て
、木
場
の
地
に

最
初
の
教
会
が
建
て
ら
れ
た

の
は
１
８
８
３
（
明
治
16
）

年
頃
。
老
朽
化
の
た
め
改
築

長
崎
教
区
家
庭
特
別
委
員
会

副
委
員
長　

頭
島　

光

訂
正　

６
月
号
３
面
「
第
１
３
０
回
ク
ル
シ
リ
ヨ
」
の
記

事
中
、「
聖
マ
リ
ア
在
俗
会 

２
」
と
記
載
し
て
い
ま
し
た
が
、

「
西
町
教
会 

２
」
の
誤
り
で
し
た
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

　

江
川　

憲
神
父

（
神
言
修
道
会
）

　

６
月
５
日
午
後
10
時
16

分
、入
院
先
の
聖
霊
病
院（
名

古
屋
市
）に
て
帰
天
。
62
歳
。

　

南
山
大
学
教
授
（
人
文
学

部
キ
リ
ス
ト
教
学
科
）、神
言

修
道
会
司
祭
。
１
９
５
０
年

長
崎
県
生
ま
れ
。
72
年
初
誓

願
宣
立
、77
年
終
生
誓
願
宣

立
、77
年
10
月
29
日
司
祭
叙

階
。94
年
神
学
博
士
号
取
得
、

南
山
大
学
に
て
教
鞭
を
と

る
。
96
年
〜
99
年
神
言
神
学

院
院
長
、
２
０
０
０
年
〜
10

年
教
皇
庁
認
可
神
学
部
長
、

07
年
〜
09
年
キ
リ
ス
ト
教
学

科
長
を
歴
任
。
著
書（
共
著
）

に
「
聖
書
の
ド
ラ
マ
に
登
場

す
る
人
物
」「
救
い
の
歴
史

の
物
語
」「
聖
書
に
お
け
る

感
情
」
な
ど
。
08
年
、09
年

講
師
を
務
め
た
長
崎
教
区
公

開
聖
書
講
座
で
は
マ
ル
コ
、

ル
カ
福
音
書
に
つ
い
て
熱
く

丁
寧
に
説
い
た
。

　

通
夜
は
７
日
、葬
儀
ミ
サ
・

告
別
式
は
８
日
南
山
教
会
で

執
り
行
わ
れ
た
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　

福
島　

繁
さ
ん

（
福
島
光
明
師
実
父
）

　

６
月
１
日
午
後
３
時
30

分
、五
島
市
に
て
食
道
が
ん

の
た
め
帰
天
。
86
歳
。

　

通
夜
は
３
日
五
島
中
央
会

館
で
、葬
儀
・
告
別
式
は
４

日
福
江
教
会
で
、髙
見
三
明

大
司
教
の
主
司
式
の
も
と
、

45
人
余
の
司
祭
の
共
同
司
式

に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
。

　

説
教
の
中
で
福
島
光
明
神

父
は
、お
世
話
に
な
っ
た
福

江
教
会
の
歴
代
の
主
任
と
助

任
司
祭
方
や
お
告
げ
の
マ
リ

ア
修
道
会
の
シ
ス
タ
ー
方
へ

の
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も

に
、「
わ
た
し
が
司
祭
に
な

れ
た
の
も
、司
祭
で
あ
り
続

け
ら
れ
た
の
も
、毎
日
歩
い

て
ミ
サ
に
あ
ず
か
っ
て
い
た

父
の
祈
り
の
お
か
げ
で
す
」

と
故
人
へ
の
感
謝
を
述
べ
、

多
く
の
参
列
者
と
共
に
、天

国
へ
の
旅
立
ち
を
見
送
っ

た
。

井
持
浦
ル
ル
ド
祭

　

５
月
27
日
、20
回
目
の
ル

ル
ド
祭
が
井
持
浦
教
会
で
行

わ
れ
、約
４
０
０
人
が
参
加

し
た
。
ミ
サ
に
先
立
ち
、教

会
下
の
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

か
ら
聖
母
行
列
が
あ
り
、ロ

ザ
リ
オ
を
唱
え
、ま
た
子
供

た
ち
が
マ
リ
ア
像
に
花
ま
き

を
行
っ
た
。

　

続
く
ミ
サ
の
中
で
説
教
を

担
当
し
た
辻
原
達
也
神
父

（
奈
留
小
教
区
主
任
）は
、「
今

日
は
聖
霊
降
臨
の
お
祝
い
で

も
あ
り
ま
す
。
聖
霊
に
満
た

さ
れ
た
マ
リ
ア
さ
ま
の
生
き

方
、つ
つ
ま
し
く
も
大
胆
な

マ
リ
ア
さ
ま
の
愛
の
行
動

を
、信
仰
の
模
範
と
し
た
い

と
思
い
ま
す
。そ
の
恵
み
を
、

聖
霊
の
照
ら
し
を
願
っ
て
祈

り
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
た
。

　

当
日
は
福
江
修
道
院
の
有

志
の
シ
ス
タ
ー
方
が
、福
江

か
ら
井
持
浦
ま
で
の
30
㎞
以

上
の
道
を
歩
き
、ル
ル
ド
祭

に
参
加
し
た
。

　

井
持
浦
教
会
を
担
当
し
て

い
る
野
濱
達
也
神
父
（
福
江

小
教
区
助
任
）
は
、「
私
自

身
初
め
て
ル
ル
ド
祭
に
参
加

し
ま
し
た
。
ル
ル
ド
を
大
切

に
し
て
き
た
信
徒
の
方
々
の

熱
意
を
感
じ
ま
す
。
井
持
浦

の
ル
ル
ド
は
１
０
０
年
以
上

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

多
く
の
人
た
ち
に
来
て
い
た

だ
き
、お
祈
り
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

教
区
司
祭
黙
想
会

大
司
教
館

　

6
月
13
日
か
ら
16
日
に
か

け
て
、教
区
司
祭
黙
想
会
が

長
崎
大
司
教
館
で
行
わ
れ

た
。
説
教
師
は
サ
レ
ジ
オ
修

道
会
の
阿
部
仲
麻
呂
神
父
。

　

説
教
の
中
で
阿
部
神
父

は
、今
年
10
月
11
日
か
ら
始

ま
る
信
仰
年
に
つ
い
て
触
れ

な
が
ら
、50
年
前
に
行
わ
れ

た
第
２
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の

意
義
、そ
の
産
物
で
あ
る「
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ

ム
」
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　

三
位
一
体
論
が
専
門
の
神

学
者
で
あ
る
阿
部
神
父
は
、

父
で
あ
る
神
、御
子
キ
リ
ス

ト
、聖
霊
に
つ
い
て
詳
し
く

解
説
し
な
が
ら
、三
位
一
体

へ
の
信
仰
が
キ
リ
ス
ト
者
の

根
幹
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

た
。
ま
た
、弱
い
立
場
に
あ

る
人
た
ち
へ
の
イ
エ
ス
の
愛

情
あ
ふ
れ
る
態
度
と
、弟
子

た
ち
や
指
導
者
を
育
て
る
た

め
に
と
っ
た
厳
し
い
態
度

は
、見
倣
う
べ
き
司
祭
の
姿

で
あ
る
と
語
っ
た
。

　

参
加
し
た
48
人
の
司
祭
た

ち
は
、説
教
の
内
容
を
参
考

に
し
な
が
ら
、祈
り
の
う
ち

に
静
か
な
黙
想
の
時
を
過
ご

し
て
い
た
。

長
崎
黙
想
の
家

　

６
月
19
日
か
ら
22
日
に
か

け
て
、立
山
に
あ
る
長
崎
黙

想
の
家
で
、教
区
司
祭
黙
想

会
後
半
の
部
が
行
わ
れ
た
。

　

説
教
師
は
聖
パ
ウ
ロ
修
道

会
の
澤
田
豊
成
神
父
。
参
加

し
た
司
祭
は
13
人
で
、講
話

の
時
間
、祈
り
の
時
間
、個
人

黙
想
の
時
間
と
も
、内
容
の

濃
い
黙
想
会
と
な
っ
た
。

　

講
話
の
テ
ー
マ
は
、「
マ

タ
イ
福
音
書
か
ら
牧
者
の
姿

を
学
ぶ
」
と
い
う
も
の
で
、

聖
書
神
学
に
基
づ
い
て
の
掘

り
下
げ
た
話
か
ら
、参
加
し

た
司
祭
は
多
く
の
示
唆
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

期
間
中
、参
加
者
の
中
に

70
歳
の
祝
い
（
古
希
）
を
迎

え
た
司
祭
が
い
た
。
他
の
司

祭
で
話
し
合
っ
て
誕
生
日
の

夕
食
に
誕
生
会
を
開
き
、互

い
を
祝
っ
て
司
祭
同
士
の
絆

を
深
め
る
場
面
も
あ
っ
た
。

　

参
加
し
た
司
祭
の
１
人

は
、黙
想
会
の
在
り
方
に
つ

い
て
、「
昨
年
か
ら
の
黙
想

会
の
分
散
化
で
、教
区
司
祭

が
一
斉
に
集
ま
る
こ
と
は
で

き
な
く
な
っ
た
が
、黙
想
を

深
め
る
こ
と
に
は
貢
献
し
て

い
る
の
で
続
け
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
た
。

　

広
島
教
区
（
前
田
万
葉
司

教
）
と
高
松
教
区
（
諏
訪 

榮
治
郎
司
教
）
は
６
月
25
日

か
ら
29
日
に
か
け
て
、長
崎

大
司
教
館
を
会
場
に
、司
教
、

司
祭
、助
祭
の
合
同
黙
想
会

を
行
っ
た
。
両
教
区
は
４
年

前
か
ら
合
同
で
黙
想
会
を
開

催
し
て
お
り
、昨
年
は
北
海

道
（
男
子
ト
ラ
ピ
ス

ト
修
道
院
）、今
年
は

九
州
と
各
地
を
巡
っ

て
い
る
。

　

今
回
は
古
巣
馨
神
父
（
長

崎
大
司
教
館
）
に
指
導
を
依

頼
し
、「
信
仰
の
原
風
景
、司

祭
の
原
風
景 

―
キ
リ
ス
ト
か

ら
の
再
出
発
―
」
を
テ
ー
マ

に
、祈
り
と
黙
想
の
時
間
を
過

ご
し
た
。
ま
た
最
終
日
の
29

日
に
は
、一
日
が
か
り
で
島
原

半
島
巡
礼
も
行
っ
た
。

　

三
浦
町
教
会
（
長
崎

教
区
佐
世
保
地
区
）
出

身
で
高
松
教
区
の
谷
口

広
海
助
祭
は
、「
思
う
よ

う
に
な
ら
な
い
こ
と
、

失
敗
や
つ
ま
づ
き
を
体

験
し
な
が
ら
日
本
の
宣

教
に
あ
た
っ
た
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
を

は
じ
め
と
す
る
宣
教
師

た
ち
の
話
を
聞
き
な
が

ら
、日
頃
の
生
ぬ
る
さ
を

反
省
し
、再
出
発
を
誓
う

黙
想
会
と
な
り
ま
し
た
」

と
感
想
を
語
っ
た
。

広
島
・
高
松
教
区
聖
職
者

長
崎
で
合
同
黙
想
会

か
ら
で
す
。
そ
の
証
し
と
し

て
、当
時
「
家
の
教
会
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
て
く
だ
さ
い
。
キ
リ
ス

ト
教
初
期
の
時
代
、信
者
た

ち
は
普
通
に
家
に
集
ま
り
、

感
謝
の
祭
儀
を
祝
っ
て
い
ま

し
た
（
使
徒
２
・
46
）。

　

ロ
ー
マ
書
の
一
節
で
パ
ウ

ロ
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

ま
す
。「
彼
ら
の
家
に
集
ま
る

教
会
の
人
々
に
よ
ろ
し
く
」

（
ロ
ー
マ
16
・
５
）、ま
た
コ

リ
ン
ト
書
の
一
節
で
も
「
ア

キ
ラ
と
プ
リ
ス
カ
が
、そ
の

家
に
集
ま
る
教
会
の
人
々
と

共
に
、主
に
お
い
て
く
れ
ぐ

れ
も
よ
ろ
し
く
と
の
こ
と
で

す
」（
１
コ
リ
16
・
19
）
と

あ
り
ま
す
。
こ
の
他
に
も「
家

に
あ
る
教
会
」（
コ
ロ
４
・

15
、フ
ィ
レ
１
・２
な
ど
参
照
）

と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て

い
て
、ご
く
普
通
に
「
家
の

教
会
」
で
祭
儀
が
営
ま
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

さ
て
、ア
テ
ネ
で
の
宣
教

を
終
え
た
パ
ウ
ロ
は
、意
気

消
沈
し
て
コ
リ
ン
ト
の
街
に

入
り
ま
す
。
そ
こ
で
、ロ
ー

マ
か
ら
迫
害
を
避
け
て
避
難

し
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
夫
婦
ア

キ
ラ
と
そ
の
妻
プ
リ
ス
カ 

に
出
会
う
の
で
す
（
使
徒

18
・
１
〜
３
参
照
）。そ
し
て
、

実
に
そ
こ
か
ら
彼
の
宣
教
ス

タ
イ
ル
が
大
き
く
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、パ

ウ
ロ
は
「
今
後
、わ
た
し
は

異
邦
人
の
方
へ
行
く
」（
使

徒
18
・
６
）
と
言
い
、
１
年

半
近
く
こ
の
コ
リ
ン
ト
に
滞

在
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、こ

の
夫
婦
と
共
に
、異
邦
人
を

ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
と
区
別
し
な

い
宣
教
活
動
を
展
開
し
た
の

で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、特
筆
す
べ

き
事
態
で
す
。
つ
ま
り
、パ

ウ
ロ
の
宣
教
舞
台
が
ユ
ダ
ヤ

教
の
会
堂
か
ら
、「
家
の
教

会
」
と
呼
ん
で
い
た
場
所
で

新
た
に
始
ま
る
か
ら
で
す
。

お
そ
ら
く
、会
堂
に
来
ら
れ

る
は
ず
も
な
い
多
く
の
異
邦

人
た
ち
が
、そ
こ
に
集
ま
っ

て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
う
し

た
場
所
で
イ
エ
ス
の
話
や

祭
儀
な
ど
が
執
り
行
わ
れ
、

次
々
に
信
者
が
増
え
て
い
っ

た
こ
と
は
、容
易
に
想
像
が

つ
き
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
、家
庭
は
と

て
も
重
要
な
福
音
宣
教
の
場

で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。
家
庭
こ
そ
が
福

音
を
宣
べ
伝
え
る
場
所
だ
っ

た
の
で
す
。
家
庭
が
キ
リ
ス

ト
の
心
、神
の
愛
を
育
む
源

で
あ
り
、家
庭
こ
そ
が
教
会

の
原
点
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
も
う
一
度
、そ
の
原
点

に
立
ち
返
る
こ
と
で
宣
教
活

動
を
立
て
直
し
、再
出
発
に

臨
み
た
い
も
の
で
す
。

　６月３日、有馬川巡礼地＝南島原市＝でプロタジオ有
馬晴信（1612年６月５日没）の没後400年の命日ミサが
行われた。日本の教会の成長期において、その身分を通
して信徒の使徒職を果たした晴信。人間的弱さゆえに犯
した罪の赦しを願うとともに、教会における信徒の召命・
使徒職と向き合う恵みを祈り求めた。

原
城
文
化
セ
ン
タ
ー
（
南
島
原
市
）

　

長
崎
市
内
の
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
諸
教
会
か
ら
な
る
長
崎

キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
の
代
表

が
、
６
月
18
日
、髙
見
三
明

大
司
教
を
表
敬
訪
問
し
た
。

　

訪
れ
た
の
は
、こ
の
春
開

か
れ
た
同
協
議
会
の
総
会
で

協
議
会
の
新
議
長
な
ら
び
に

運
営
委
員
長
に
選
任
さ
れ
た

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
長
崎
古

町
教
会
の
藤
井
清
邦
牧
師

（
写
真
右
）
と
、新
設
さ
れ
た

エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
部
門
担
当

者
に
任
命
さ
れ
た
同
長
崎
教

会
の
福
田
英
樹
牧
師
（
写
真

左
）。
両
師
は
、教
区
エ
キ
ュ

メ
ニ
ズ
ム
・
諸
宗
教
委
員
長

の
野
下
千
年
師
の
案
内
で
大

司
教
と
対
面
し
、約
１
時
間

に
わ
た
っ
て
会
談
し
た
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、信
仰
一

致
祈
祷
祭
や
ク
リ
ス
マ
ス
の

共
同
企
画
行
事
な
ど
、両
教

会
の
関
係
が
一
層
良
好
な
も

の
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
と

の
希
望
が
一
致
し
た
。

エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
さ
ら
な
る
進
展
へ

長
崎
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
代
表
、大
司
教
を
表
敬
訪
問

有馬川巡礼地でミサ有馬川巡礼地でミサ
晴信没後 400 年命日にあたって
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教
区
幼
稚
園
協
会
は
５
月

30
日
、
２
０
１
２
年
度
第
１

回
園
長
研
修
会
と
総
会
を
カ

ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
行

い
、教
区
内
の
幼
稚
園
園
長

ら
20
人
余
が
参
加
し
た
。

　

午
前
中
の
研
修
会
で
は
髙

見
三
明
大
司
教
が
講
師
を
務

め
、「
幼
児
教
育
と
福
音
宣

教
」
を
テ
ー
マ
に
１
時
間
超

に
わ
た
っ
て
話
し
を
し
た
。

　

大
司
教
は
、信
者
で
な
く

て
も
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
で

の
学
び
や
体
験
が
そ
の
人

の
「
祈
る
」
習
慣
に
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
や
、第
２

バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
「
キ
リ

ス
ト
教
的
教
育
に
関
す
る
宣

言
」
に
あ
る
、教
育
の
目
的

に
関
す
る
記
述
を
挙
げ
、「
大

人
に
な
っ
た
と
き
、共
同
体

の
一
員
と
し
て
そ
の
使
命
を

果
た
し
、共
同
体
の
福
祉
の

た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、そ
こ
に
向
け
て
人
格

が
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
述
べ
た
。
最
後
に
、

「
す
べ
て
の
人
は
ど
の
人
も
、

神
さ
ま
に
愛
さ
れ
て
つ
く
ら

れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
心
の

目
で
相
手
を
見
て
、接
す
る

こ
と
が
基
本
だ
と
思
う
」
と

語
っ
た
。

　

午
後
は
総
会
が
行
わ
れ
、

11
年
度
事
業
・
決
算
報
告
と

12
年
度
事
業
計
画
・
予
算
審

議
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

教
区
幼
稚
園
協
会
会
長
の

頭
島 

光
師（
レ
デ
ン
プ
ト
ー

ル
会
）
は
、「
現
在
、教
区
内

に
は
24
カ
園
の
カ
ト
リ
ッ
ク

幼
稚
園
が
あ
り
、今
年
５
月

１
日
現
在
で
２
５
６
０
人
の

公
開
聖
書
講
座

　

教
区
生
涯
養
成
委
員
会
は

春
の
公
開
聖
書
講
座
を
６

月
28
日
、カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
、約
１
２
０

人
が
参
加
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、「『
使
徒
言
行

録
』
か
ら
福
音
宣
教
を
考
え

る
」。
講
師
の
髙
見
三
明
大

司
教
は
、「
福
音
を
宣
べ
伝

　
「
ど
う
ぞ
お
話
し
く
だ
さ

い
。
僕
は
聞
い
て
お
り
ま

す
。」（
サ
ム
エ
ル
記
上
３
章

10
節
）

　

神
学
生
の
と
き
、カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
し
て
い
る
大
学
の

先
生
か
ら
講
義
を
受
け
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
精
神
的

に
悩
ん
で
い
る
人
た
ち
、問

題
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
と

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く

か
、こ
の
講
義
で
ヒ
ン
ト
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
も
い
ろ

い
ろ
な
方
法
が
あ
る
そ
う
で

す
が
、そ
の
一
番
の
基
本
は
、

相
手
の
話
を
聞
く
こ
と
だ
そ

う
で
す
。
相
手
の
話
を
聞
く

た
め
に
は
、相
手
が
話
し
出

す
の
を
待
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。
焦
っ
て
、自
分
の
話
を

し
た
り
、関
係
な
い
話
を
し

た
り
す
る
と
、か
え
っ
て
何

も
話
さ
な
く
な
る
と
い
う
の

で
す
。

　

旧
約
時
代
の
預
言
者
サ
ム

エ
ル
は
子
供
の
こ
ろ
か
ら
、

祭
司
エ
リ
の
も
と
で
宗
教
的

な
教
育
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
あ
る
夜
、神
は
サ
ム
エ

ル
に
語
り
か
け
ま
す
。
し
か

し
、サ
ム
エ
ル
は
エ
リ
が
呼

ん
だ
の
だ
と
勘
違
い
し
ま

す
。
神
は
再
び
語
り
か
け
ま

す
が
サ
ム
エ
ル
は
ま
た
エ
リ

の
声
だ
と
思
い
ま
す
。
エ
リ

は
、そ
の
声
が
神
の
声
で
あ

る
こ
と
を
悟
り
ま
す
。
三
度

目
、神
が
サ
ム
エ
ル
に
語
り

か
け
た
と
き
、サ
ム
エ
ル
は

言
い
ま
す
。「
ど
う
ぞ
お
話
し

く
だ
さ
い
。
僕
は
聞
い
て
お

り
ま
す
」

　

マ
ザ
ー
テ
レ
サ
は
祈
り
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て

い
ま
す
。「
祈
り
の
第
一
は
沈

黙
。
本
当
に
祈
る
こ
と
を
望

む
な
ら
ば
、ま
ず
、聞
く
こ
と

を
学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
大
切
な
の
は
、私
た
ち

が
何
を
語
る
の
か
で
は
な

く
、神
が
私
た
ち
に
何
を
語

る
か
、ま
た
、私
た
ち
を
通
し

て
何
を
語
る
の
か
、と
い
う

こ
と
で
す
」
マ
ザ
ー
テ
レ
サ

の
貧
し
い
人
々
へ
の
具
体
的

な
愛
の
行
い
の
原
動
力
は
、

祈
る
こ
と
、聞
く
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
の
で
す
。

　

聞
く
こ
と
は
待
つ
こ
と
で

あ
り
、待
つ
こ
と
は
忍
耐
す

る
こ
と
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
人

間
関
係
の
中
で
、ま
た
神
さ

ま
と
の
関
係
の
中
で
必
要
な

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
物
に
あ
ふ
れ
、い
ろ

い
ろ
な
音
が
聞
こ
え
て
く
る

現
代
社
会
。
人
々
は
聞
く
と

い
う
こ
と
が
、だ
ん
だ
ん
下

手
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　

聞
く
こ
と
は
、や
は
り
、祈

り
の
中
で
養
わ
れ
て
い
く
も

の
で
す
。
時
々
、テ
レ
ビ
を

消
し
、携
帯
を
閉
じ
、そ
し

て
、目
を
閉
じ
て
、私
た
ち
に

語
ら
れ
る
神
さ
ま
の
言
葉
に

耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
６
月
、第
５
回
秋
月

平
和
賞
を
授
与
さ
れ
た
。
同

賞
は
、な
が
さ
き
平
和
大
集

会
（
同
実
行
委
主
催
）
の
創

設
者
、故
秋
月
辰
一
郎
氏
の

平
和
へ
の
思
い
を
引
き
継
ご

う
と
設
け
ら
れ
た
も
の
。
被

爆
地
の
市
長
（
79
〜
95
年
）

と
し
て
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え

な
が
ら
、韓
国
人
被
爆
者
の

援
護
の
た
め
に
も
尽
力
し
、

市
長
引
退
後
も
、毎
年
元
日

に
平
和
公
園
で
行
わ
れ
る

「
正
月
座
り
込
み
」
へ
の
参

加
な
ど
平
和
活
動
を
続
け
て

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

　

原
爆
は
な
ぜ
落
と
さ
れ
た

の
か
。
本
島
さ
ん
が
主
張
し

て
い
る
の
は
、「
侵
略
と
加

害
を
し
た
日
本
」
に
対
し
、

報
復
と
し
て
落
と
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
。
当
時
の
海
外
の

新
聞
に
は
、日
本
の
軍
隊
を

負
か
す
に
は
原
爆
投
下
以
外

に
な
か
っ
た
―
―
と
の
記
載

が
あ
る
と
い
う
。
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
で
日
本
が
し
て

き
た
こ
と
を
謝
罪
す
る
こ
と

が
、日
本
人
の
第
一
の
務
め

と
考
え
る
。
92
年
10
月
の
５

日
間
、被
爆
地
の
市
長
と
し

て
初
め
て
、韓
国
へ
「
謝
罪

の
旅
」
を
し
た
。

　
「
確
か
に
原
爆
を
落
と
す

の
は
い
い
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
、日
本
は
反
省
と
謝

罪
と
償
い
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
毎
年
８
月
の
平
和

祈
念
式
典
で
、長
崎
市
長
と

し
て
平
和
宣
言
を
述
べ
て
い

た
頃
か
ら
、こ
の
思
い
は
一

貫
し
て
変
わ
ら
な
い
。

　
「
神
さ
ま
が
、『
守
っ
て
い

く
よ
う
に
』
と
正
義
と
平
和

を
与
え
て
く
れ
た
。
そ
の
神

の
前
に
た
だ
従
う
と
い
う
思

い
が
自
分
の
中
に
あ
る
。
ど

ん
な
場
合
で
も
戦
争
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。人
の
財
産
、

自
由
を
奪
う
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
戦
争
は
人
殺

し
で
あ
り
、神
の
正
義
（
の

前
）
に
ゆ
る
さ
れ
る
は
ず
は

な
い
。
戦
争
を
し
な
い
た
め

に
命
を
懸
け
て
努
力
す
る
」

　

心
に
留
ま
る
聖
書
の
言
葉

は
、『
自
分
の
十
字
架
を
背

負
っ
て
、わ
た
し
に
従
い
な

さ
い（
マ
タ
イ
16
・
24
）』。「
原

爆
は
十
字
架
」
と
話
す
。

　

近
頃
、妻
ス
ヱ
子
さ
ん
と
、

「
死
ん
だ
ら
ま
ぶ
た
が
閉
じ
、

次
に
目
を
開
け
る
と
イ
エ
ス

さ
ま
が
立
っ
て
い
て
、そ
し

て
審
判
が
始
ま
る
の
だ
ろ

う
。
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ

ま
で
の
、良
か
っ
た
こ
と
悪

か
っ
た
こ
と
を
き
っ
と
振
り

返
る
の
だ
ろ
う
」
と
話
す
こ

と
も
あ
る
と
か
。

　
「
平
和
を
教
え
、平
和
を
学

ぶ
。
平
和
と
は
何
か
、正
義

と
は
何
か
、一
言
で
は
言
え

な
い
。
だ
け
ど
、そ
れ
は
人

間
が
果
た
す
べ
き
使
命
。
人

間
が
思
う
そ
れ
で
は
な
く
、

『
神
さ
ま
の
前
で
』
平
和
な

の
か
、正
義
な
の
か
を
常
に

問
い
掛
け
て
い
く
」

　

新
上
五
島
町
・
江
袋
教
会

（
仲
知
小
教
区
）出
身
。90
歳
。

中
町
教
会
所
属
。

て
の
教
会
の
誕
生
と
発
展
す

べ
て
に
お
い
て
、主
キ
リ
ス
ト

に
倣
っ
て
い
る
」
と
説
い
た
。

　

聖
書
持
参
で
参
加
し
た
男

性
信
徒
は
、「
昨
年
度
教
会

で
行
わ
れ
た
『
聖
書
愛
読
運

動
』
を
体
験
し
、聖
書
に
少

し
興
味
を
持
っ
た
。
自
分
自

身
に
で
き
る
福
音
宣
教
も
考

え
て
み
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

６
月
29
日
午
後
７
時
、大

浦
天
主
堂
で
第
７
回
召
命
祈

願
ミ
サ
が
、髙
見
三
明
大
司

教
と
18
人
の
司
祭
団
に
よ
る

共
同
司
式
で
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

　

当
日
は
多
く
の
参
列
者

が
あ
り
、天
主
堂
内
は
満

席
。
長
崎
コ
レ
ジ
オ
、長
崎

カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
、聖
ル

ド
ヴ
ィ
コ
神
学
院
、聖
コ
ル

ベ
志
願
院
で
学
ぶ
神
学
生
た

ち
、さ
ら
に
お
告
げ
の
マ
リ

ア
修
道
会
、長
崎
純
心
聖
母

会
の
学
生
志
願
者
た
ち
、合

わ
せ
て
50
人
余
り
の
召
命
を

皆
で
願
い
祈
っ
た
。

　

近
年
召
命
の
減
少

が
深
刻
化
す
る
中
、神

学
生
・
志
願
生
が
共

に
召
命
の
実
り
を
願

う
ミ
サ
も
回
を
重
ね
、

学
生
に
も
自
覚
が
芽

生
え
た
様
子
。
祈
り

に
よ
る
支
え
合
い
が

励
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

聖
体
拝
領
後
に
は
、

新
し
く
加
わ
っ
た
養

成
者
と
新
入
生
の
紹

「
幼
児
教
育
と
福
音
宣
教
」

12
年
度
第
１
回
園
長
研
修
会
と
総
会

―
教
区
幼
稚
園
協
会

園
児
を
抱
え
て
い
る
。
昨
年

度
と
比
較
し
て
み
る
と
、若

干
数
増
え
て
い
る
。し
か
し
、

少
子
化
傾
向
に
歯
止
め
は
か

か
っ
て
い
な
い
。
一
方
で
行

政
は
待
機
児
童
の
解
消
か
ら

各
幼
稚
園
の
空
き
教
室
を
利

用
し
て
の
認
定
こ
ど
も
園
を

勧
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
政
策
に
幾
つ
か

の
園
が
応
え
保
育
事
業
に
参

入
し
て
い
る
が
、こ
れ
ま
で

福
音
宣
教
の
足
が
か
り
と
し

て
子
ど
も
た
ち
の
人
格
形
成

に
力
を
注
い
で
き
た
幼
稚
園

が
、そ
の
本
分
で
あ
る
キ
リ

ス
ト
教
的
人
間
教
育
を
見
失

う
こ
と
が
な
い
よ
う
、今
後
、

活
発
な
議
論
が
必
要
で
は
な

い
か
」
と
話
し
て
い
る
。

え
な
さ
い
」
と
い
う
イ
エ
ス

の
言
葉
に
従
っ
て
、誰
が
・

ど
こ
で
・
誰
に
・
何
を
・
ど

の
よ
う
に
宣
べ
伝
え
た
の

か
、教
会
の
発
展
、福
音
宣
教

の
経
緯
を
、聖
書
の
箇
所
を

挙
げ
な
が
ら
語
り
、結
び
と

し
て
「
使
徒
た
ち
は
、宣
教

活
動
、そ
の
過
程
で
の
迫
害

と
殉
教
、宣
教
の
実
り
と
し

「
ま
つ
ば
ら
こ
は
ん
に
て
」

カ
ッ
ト
・
鎌
田
鉱
夢
く
ん

（
南
山
小
・
３
年
生
）

秋
月
平
和
賞
を
授
与
さ
れ
た

元
長
崎
市
長 

本
島 

等
さ
ん

あ
な
た
の
呼
び
か
け
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に

大
浦
天
主
堂
で
召
命
祈
願
ミ
サ

《
被
爆
体
験
者
》
と
さ
れ
た

被
ば
く
者
の
叫
び　

戦
後
67

年
目
の
証
言　

内
部
被
曝

　

１
７
６
人
の
実
体
験
を
も

と
に
絵
や
体
験
談
を
ま
と
め

た
Ａ
４
判
、約
４
０
０
㌻
の

資
料
集
。
晩
発
性
障
害
の
状

況
を
証
言
し
た
資
料
が
主

で
、法
的
解
釈
も
付
記
さ
れ

て
い
る
。

　

編
者
は
、全
国
被
爆
体
験

者
協
議
会
事
務
局
長
の
岩
永

千
代
子
さ
ん
（
76
、小
ケ
倉

教
会
信
徒
）。
原
爆
投
下
時
、

爆
心
地
か
ら
12
㎞
圏
内
の
西

彼
杵
郡
深
堀
村
（
現
・
長
崎

市
深
堀
町
）
に
い
た
。
１
９

５
７
年
に
指
定
さ
れ
た
長
崎

の
被
爆
地
域
（
爆
心
地
か
ら

４
〜
８
㎞
、場
所
に
よ
っ
て

は
12
㎞
を
超
え
る
）
に
は
、

深
堀
村
は
入
っ
て
い
な
い
。

　
「
内
部
被
ば
く
の
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
。
晩
発
性
疾

患
を
発
症
し
て
い
る
『
被
爆

体
験
者
』
の
現
状
を
知
っ
て

ほ
し
い
。
そ
う
い
う
思
い
か

ら
こ
の
資
料
集
を
ま
と
め
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　

聖
母
の
騎
士
社
発
行
。
１

冊
２
０
０
０
円
。
問
い
合
わ

せ
は
岩
永
さ
ん
（
電
話
０
９

５
‐
８
９
２
‐
０
０
２
４
）。

介
が
あ
っ
た
。
今
年
の
新
入

生
は
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
６

人
、ル
ド
ヴ
ィ
コ
神
学
院
３

人
。
新
入
生
を
囲
む
参
列
者

に
と
っ
て
、心
に
残
る
祈
り

の
時
間
と
な
っ
た
。

�

谷脇誠一郎神父谷脇誠一郎神父
（長崎カトリック神学院）（長崎カトリック神学院）
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